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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 88,999 1.7 589 9.1 630 8.0 422 △52.8

29年3月期第3四半期 87,520 △1.6 540 △34.0 584 △32.9 895 16.4

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　489百万円 （△51.0％） 29年3月期第3四半期　　998百万円 （27.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 134.17 ―

29年3月期第3四半期 284.31 ―

（注）当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後1株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 27,555 9,166 33.3

29年3月期 22,426 8,772 39.1

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 9,166百万円 29年3月期 8,771百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 3.00 3.00

30年3月期 ― ― ―

30年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期末
配当金につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。

　株式併合を考慮しない場合の平成30年3月期（予想）の1株当たりの年間配当金は3円となります。詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特
記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 115,000 2.1 520 22.2 550 17.9 550 △40.8 174.69

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

（注）平成30年3月期の通期の連結業績予想における1株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。詳細は、「業績予想の適切な
利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ６「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 3,162,274 株 29年3月期 3,162,274 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 13,835 株 29年3月期 13,777 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 3,148,485 株 29年3月期3Q 3,148,676 株

（注）当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。これに伴い、全連結会計年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済み株式数、期末自己株式及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

2．当社は平成29年6月23日開催の第71期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式10株を1
株にする株式併合を実施し、併せて同日付で、単元株式数を1,000株から100株へ変更しております。なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年3月期の配当
予想及び連結業績予想は以下の通りです。

(1)平成30年3月期の配当予想

　　　1株当たり配当金　　　　期末　　3.00円

(2)平成30年3月期の連結業績予想

　　　1株当たり当期純利益　通期　　17.47円
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、主要水産物の単価高を主要因として、売上高は前

年同期に比べ（以下同じ）1.7％増収の889億99百万円となり、システム費用の軽減等により販売費及び一般管理費が

減少したことにより、営業利益は9.1％増益の５億89百万円、経常利益は8.0％増益の６億30百万円となりました。親

会社株主に帰属する四半期純利益は、繰延税金資産の回収可能性見直しを行った前年に比べ法人税等が増加したこと

等により、52.8％減益の４億22百万円となりました。 

 

   セグメント別実績は次の通りであります。 

  [水産物卸売] 

 主要水産物の単価高を主要因として、売上高は0.8％増収の827億９百万円となり、システム費用の軽減等により販

売費及び一般管理費が減少したことにより、セグメント利益は10.8％増益の４億12百万円となりました。 

  [不動産賃貸] 

 新規賃貸マンションが平成29年11月より稼働を開始しましたが市街地再開発事業の対象地区にある既存物件の空室

増加により、売上高は２億44百万円と5.7％の減収となり、セグメント利益は１億９百万円と6.1％の減益となりまし

た。 

  [水産物その他] 

 主要水産物の単価高と新規顧客の取扱い伸長等により、売上高は60億44百万円と16.9％の増収となり、セグメント

利益は67百万円と30.8％の増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、季節的な要因により売上債権が増加したこと等により、前連結会計年度

末に比べ（以下同じ）51億29百万円増の275億55百万円となりました。 

 負債は、季節的な要因により仕入債務及び短期借入金が増加したこと等により、47億35百万円増の183億88百万円

となりました。 

 純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、３億93百万円増の91億66百万円となり、自己資本

比率は33.3％（前連結会計年度末39.1％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年５月８日に公表致しました通期の連結業績予想に変更はありません。 

 なお、延期中である築地市場の豊洲への移転の時期につきましては平成30年10月11日を新市場開場日とする旨東京

都より公表されており、当社の当期業績に大きな影響は生じないものと予想しております。引き続き、事業環境の変

化につきましては適切に対処して参ります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成29年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,978 1,944 

受取手形及び売掛金 7,027 12,111 

たな卸資産 5,770 5,453 

その他 241 222 

貸倒引当金 △288 △318 

流動資産合計 14,729 19,414 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,397 2,826 

土地 2,659 2,659 

建設仮勘定 378 350 

その他（純額） 163 223 

有形固定資産合計 5,599 6,060 

無形固定資産 533 502 

投資その他の資産    

投資有価証券 984 1,083 

破産更生債権等 2,845 2,807 

その他 487 449 

貸倒引当金 △2,753 △2,763 

投資その他の資産合計 1,563 1,577 

固定資産合計 7,696 8,140 

資産合計 22,426 27,555 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,765 7,462 

短期借入金 7,230 8,100 

未払法人税等 53 193 

賞与引当金 6 3 

その他 648 714 

流動負債合計 11,704 16,473 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,203 1,172 

その他 745 742 

固定負債合計 1,949 1,914 

負債合計 13,653 18,388 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,628 2,628 

資本剰余金 1,628 1,628 

利益剰余金 4,188 4,516 

自己株式 △24 △24 

株主資本合計 8,421 8,749 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 327 385 

退職給付に係る調整累計額 22 31 

その他の包括利益累計額合計 349 416 

非支配株主持分 1 － 

純資産合計 8,772 9,166 

負債純資産合計 22,426 27,555 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

売上高 87,520 88,999 

売上原価 82,450 83,925 

売上総利益 5,069 5,073 

販売費及び一般管理費 4,528 4,484 

営業利益 540 589 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 27 32 

持分法による投資利益 17 20 

その他 20 15 

営業外収益合計 66 67 

営業外費用    

支払利息 21 24 

その他 0 1 

営業外費用合計 22 26 

経常利益 584 630 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

受取補償金 34 － 

特別利益合計 34 0 

特別損失    

固定資産処分損 33 4 

減損損失 45 － 

その他 0 0 

特別損失合計 79 4 

税金等調整前四半期純利益 538 625 

法人税等 △357 203 

四半期純利益 896 422 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 895 422 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年12月31日) 

四半期純利益 896 422 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 98 57 

退職給付に係る調整額 3 9 

その他の包括利益合計 102 67 

四半期包括利益 998 489 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 997 489 

非支配株主に係る四半期包括利益 1 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  水産物卸売 不動産賃貸 水産物その他 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

売上高            

外部顧客への売上高 82,090 259 5,169 87,520 － 87,520 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
621 18 1,013 1,653 △1,653 － 

計 82,711 278 6,183 89,173 △1,653 87,520 

セグメント利益 372 116 51 540 － 540 

（注）調整額△1,653百万円は、セグメント間取引消去であります。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  水産物卸売 不動産賃貸 水産物その他 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

売上高            

外部顧客への売上高 82,709 244 6,044 88,999 － 88,999 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
680 18 1,163 1,863 △1,863 － 

計 83,390 263 7,207 90,862 △1,863 88,999 

セグメント利益 412 109 67 589 － 589 

（注）調整額△1,863百万円は、セグメント間取引消去であります。
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